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補足説明書

1. 補足説明書
本補足説明書では爆発危険領域における本装置の使用に関する要
件および措置について記載しています。この説明書はすべてのユー
ザーの手の届く所に保管し、また、本装置の新しい所有者が利用でき
るようにしておいてください。

安全に関する重要な情報。
この補足説明書をよくお読みください。以下を特に遵守してください：
▪ 「使用目的」
▪ 「すべての安全注意事項」
▪ 「使用に関する特別条件」。
► この補足説明書を読み、理解している必要があります。

この補足説明書には、爆発危険領域における使用に関する安全注意
事項、ならびに特殊情報を記載しています。本装置に関するその他の
注意事項および説明は、すべて各取扱説明書に記載されています。補
足説明書と同様、これらについても必ず遵守してください。

各取扱説明書は当社ウェブサイト 
 www.burkert.jp を参照してください。 

1.1.	 装置の定義
この説明書で使用される「装置」という用語は、常に以下のフリッパ
バルブ・タイプ6144を指します。

この説明書で使用される「Ex」という略称は、常に「爆発の
危険性」を指します。

1.2.	 表記
重要な情報を示す印として、この説明書では以下の表記を使用して
います：

危険！

直接的危険性についての警告。
► 遵守しない場合、死亡または重傷を負う可能性があります。

警告！

危険な状況に陥る可能性についての警告。
► 遵守しない場合、重傷を負う、または死亡する可能性があります。 

注意！

潜在的危険性についての警告。
► 遵守しない場合、軽症または中程度の負傷につながる可能性

があります。 

注記！ 

物的損害についての警告。 

重要なアドバイスと推奨事項。

本取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

► 危険回避のための指示を示します。

→ 実行する必要のある作業手順を示します。
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2. 使用目的
フリッパバルブ・タイプ6144の不適切な使用は、周囲の人員、シス
テム、ならびに環境への危険につながる場合があります。
► このフリッパバルブは、「テクニカルデータ」に従って承認された、

ガス状または液体媒体の制御を目的としてのみ使用されます。
このフリッパバルブは、爆発危険領域での使用を目的としてハ
ウジングの中に組み込まれ、IEC 60529に準拠するIP20以上の
要件を満たしています。

► このフリッパバルブは爆発グループIIC、カテゴリ2G、および温度
クラスT4、T5またはT6での使用を目的として製造されています。
爆発危険領域に関する貼付ラベル、ならびにこの補足説明書
のテクニカルデータを遵守してください。

► このフリッパバルブは戸外で使用せず、紫外線を避けてください。
► 使用においては、契約文書に明記された承認データ、取扱なら

びに使用条件、また
– フリッパバルブ6144の取扱説明書
– 装置の銘板
– �バルブを使用するバルブマニフォールドの取扱説明書の記

載事項を遵守してください。
► このフリッパバルブは、Bürkert社推奨または承認の外部機器、

および外部コンポーネントと組み合わせてのみ使用が認めら
れています。

► 適切な輸送、保管、設置および正確な操作とメンテナンスは、
安全かつ問題のない作動の前提条件となります。

► 装置は適切に使用してください。

温度クラスおよび電気的データは銘板またはこの説明書の
「テクニカルデータ」に明記されています。

2.2.1.	 Ex認可
Ex認可は、Bürkert社の許可を受けたモジュールとコンポーネントを、
本取扱説明書の記載に従って使用する場合にのみ有効です。
このフリッパバルブは、Bürkert社の承認を受けた追加コンポーネン
トと組み合せてのみ使用が認められており、それ以外の場合、Ex認
可は無効になります。
未認可の変更を装置、モジュールまたはコンポーネントに加えた場
合も、Ex認可は無効となります。
EU形式検査証明書、PTB 07 ATEX 2048 Xは、PTB（Physikalisch Tech-
nische Bundesanstalt, Bundesallee 100, 38116 Braunschweig）
が発行したもので、同機関により製造も監査を受けています（CE0102）。
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3. 基本的な安全注意事項
これらの安全注意事項は、
▪ 装置の取付け、操作、およびメンテナンスで生じうる偶発事象につ

いては考慮していません。
▪ 設置担当者や事業者が責任を負うべき現地の安全規則。

爆発の危険性。
► このフリッパバルブは密閉されたシステムの部品であり、使用

中に取り外すことはできません。
高圧による危険。
システムへの介入により深刻な負傷の危険が生じます。
► ラインやバルブを外す前に圧力を遮断し、ラインのエア抜きを

行ってください。
► 取付時は流量方向に注意してください。
► 加圧機器に関する有効な事故防止・安全規則を遵守してくだ

さい。
► 電気または空圧供給の中断後、定義、もしくは制御されたプロ

セスの再起動が保障されるようにしてください。
高温の装置表面によるやけどの危険。
► 装置に素手で触らないでください。

一般的な危険状況。
負傷防止のため以下の点を遵守してください：
► システムが誤って作動しないようにしてください。
► ハウジングに物理的負荷をかけないでください（物を置いたり、

ステップとして使用しない）。
► 装置ハウジングの内側および外側に変更を加えないでください。

ハウジングパーツおよびネジは塗装しないでください。
► システムに未許可の変更を加えることは認められていません。
► システムでの作業は、必ず専門の知識を持ち研修を受けた担

当者が、適切な工具を使用して実行してください。
► フリッパバルブは必ず適切な状態で、取扱説明書に従って使用

してください。
► 使用プランとフリッパバルブの操作に関し、一般的な技術規則

を遵守してください。
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4. 一般注意事項
4.1.	 連絡先
日本

Burkert Japan Ltd. 
Shiratoribashi Mikasa-building 
1-12-15 Suido, Bunkyo-ku,
Tokyo 112-0005
TEL：+81 35804 5020
FAX：+81 35804 5021
メール：info.jpn@burkert.com

インターナショナル
連絡先はこの取扱説明書の最後のページを参照してください。
当社ウェブサイト（www.burkert.com）にも記載されています。

4.2.	 保証
フリッパバルブ・タイプ6144の適切な使用、および指定の使用条件
の遵守が保証の前提条件となります。

4.3.	 ウェブサイトで閲覧できる情報
フリッパバルブ・タイプ6144の取扱説明書およびデータシートは、当社
ウェブサイト（www.burkert.jp）を参照してください。

5. 使用条件
このフリッパバルブは、爆発危険領域での使用を目的としてハウジン
グの中に組み込まれ、IEC 60529に準拠するIP20以上の要件を満た
しています。
このフリッパバルブは戸外で使用せず、紫外線を避けてください。

5.1.	 動作条件
シングルバルブ・タイプ6144を使用する際は、以下の要件を遵守し
てください。

5.1.1.	 使用温度領域：

使用温度領域として、「テクニカルデータ」の章に記載されて
いるフリッパバルブの許容値が適用されます。

5.1.2.	 最大許容周囲温度

最大許容周囲温度は、消費出力、温度クラスおよびマウント
に応じて異なります。対応する値は「テクニカルデータ」の章
に記載されています。

5.2.	 取付条件
シングルマウントおよびブロックマウントでのバルブの適合性は、
消費出力、温度クラスおよび周囲温度に応じて異なります（「テクニ
カルデータ」参照）。

「9. 取付け / 設置」および「10. コミッショニング」の各章の
記載事項にも従ってください。
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6. 一般的なテクニカルデータ
危険！

爆発の危険性。
銘板に明記された安全技術データや値を考慮しなかったり、遵守
しない場合、危険な状況につながる恐れがあります。
► 装置の使用に際し、保護等級および温度クラスを必ず遵守して

ください。
銘板に指定の電圧を超過した場合、装置が過熱する恐れがあります。
► 本装置を、銘板の指定より高い電圧に接続しないでください。

6.1.	 装置の記号
例（矩形プラグ実装）

シングルバル
ブ・タイプ6144

ダブルバルブ・
タイプ6144Ex領域用貼付ラベル

銘板

挿図1：	 Ex領域に関する銘板および貼付ラベル

6.1.1.	 Ex領域に関する貼付ラベルおよび銘板の例

作動方式

圧力範囲

バージョン
タイプ

II  2G  Ex ia  IIC  T6  GbPTB認可番号

IEC Ex認可番号

装置グループ
装置カテゴリ

装置保護レベル例：

引火保護等級

ガスグループ

温度クラス

コイルのシリアル番号 識別番号

製造日 
工場／月／年

監視機関

タイプ

注文番号

挿図2：	 説明：Ex領域に関する貼付ラベルおよび銘板
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6.2.	 適合性
タイプ6144は、EU適合宣言書に対応するEU指令に準拠しています。

6.3.	 規格
▪ EN 60079-0:2018およびEN 60079-11:2012
適用される規格はEU指令との適合性が証明されており、EU型式検
査証明書および/あるいはEU適合宣言書で確認することができます。

6.4.	 タイプバリエーションの記号
例：�6144-C00,6FFPSFB05-0-EXI/02-AW

* JB18+JF80+PF02
6144 PF02* JF80*

タイプ名称 認可コード 電気接続

* �フリッパバルブタイプはすべて以下の表、「認可コード」および「電気接続」
に記載されています。

認可コード：

PF01 Ex ia IIC T6...T4 シングル装置としてのアセンブリ
PF02 Ex ia IIC T6...T4 ブロックマウントでのアセンブリ

電気接続

JD68 2ｘ圧縮PVC編組 0.14 mm^2(AWG 26)
JF80 矩形プラグ接続2ピン
JF81 矩形プラグ接続3ピン
JF82 矩形プラグ接続2ピン、保護カラーなし

6.5.	 機能技術データ
この電磁バルブ6144には、シングルバルブおよびダブルバルブでそ
れぞれ3つのバージョンを取り揃えています。

バージョン て抵抗
R20[Ω]

最低端子電
圧[V]

最低電流
[mA]

01
300 Ω 供給モジュー
ルでの使用向けバー
ジョン

320 9.3 29

02 高インピーダンスバ
ージョン 510 11.7 23

03
バルブマニフォール
ド8650での使用向
けバージョン

125

シングルバルブ
6.1 49

ダブルバルブ
5.28 42

最大電圧および電流値は許容電気装置によって指定されて
います。

「7. テクニカルデータ・シングルバルブ」 および「8. テクニ
カルデータ・ダブルバルブ」の各章を参照してください。

6.6.	 許容周囲温度
最大許容周囲温度は、消費出力、温度クラスおよびマウント

（シングルおよびブロックマウント）に応じて異なります。
「7. テクニカルデータ・シングルバルブ」 および「8. テクニ
カルデータ・ダブルバルブ」の各章を参照してください。



10

07 ATEX 2048 X

日本語

テクニカルデータ・シングルバルブ

7. テクニカルデータ・シングルバルブ

7.1.	 温度クラス特化データ
最大許容出力は、最大周囲温度、温度クラスおよびマウント

（シングルおよびブロックマウント）に応じて異なります。
許容値は、温度クラスごとに以下の表に記載されています。 

7.1.1.	 温度クラスT6
T6での最高許容表面温度：85 °C

温度ク
ラス

最大許容周囲
温度[°C] 取付け

最大許
容出力Pi 
[W]

引火保
護等級

爆発グ
ループ

T6

-40 ...+40 ブロックマ
ウント

0.4

Ex ia IIC

-40 ...+30 0.5
-40 ...+55

シングルバ
ルブ

0.4
-40 ...+50 0.5
-40 ...+45 0.6
-40 ...+40 0.7
-40 ...+35 0.8
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7.1.2.	 温度クラスT5
T5での最高許容表面温度：100 °C

温度ク
ラス

最大許容周囲
温度[°C] 取付け 最大許容

出力Pi [W]
引火保
護等級

爆発グ
ループ

T5

-40 ...+55

ブロックマ
ウント

0.4

Ex ia IIC

-40 ...+45 0.5
-40 ...+40 0.6
-40 ...+35 0.7
-40 ...+25 0.8
-40 ...+70

シングルバ
ルブ

0.4
-40 ...+65 0.5
-40 ...+60 0.6
-40 ...+55 0.7
-40 ...+50 0.8
-40 ...+45 0.9
-40 ...+40 1.0
-40 ...+35 1.1

7.1.3.	 温度クラスT4
T4での最高許容表面温度：135 °C

温度ク
ラス

最大許容周囲
温度[°C] 取付け 最大許容

出力Pi [W]
引火保
護等級

爆発グ
ループ

T4

-40 ...+90

ブロックマ
ウント

0.4

Ex ia IIC

-40 ...+80 0.5
-40 ...+75 0.6
-40 ...+70 0.7
-40 ...+60 0.8
-40 ...+105

シングルバ
ルブ

0.4
-40 ...+100 0.5
-40 ...+95 0.6
-40 ...+90 0.7
-40 ...+85 0.8
-40 ...+80 0.9
-40 ...+75 1.0
-40 ...+70 1.1
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7.2.	 電気データ
この引火保護等級・本質的安全性Ex ia IICのフリッパバルブ・タイプ
6144は、以下の最大値をもつ、本質的に安全性が証明された電流回
路にのみ接続することが認められています。
爆発グループ							 IIC
カテゴリ								 ia
温度クラス								 T6 / T5 / T4
最大許容入口電圧 (Ui)				 35 V
最大許容入口電流(Ii)					 0.9 A
最大許容入口出力(Pi)	�「7.1. 温度クラス特化データ」の章の表を参照。
供給電圧：

対応する爆発グループの最大許容電圧およびそれに付随
する最大許容短絡電流は、規格EN 60079-11を参照してく
ださい。

例として、各引火保護等級に対し、爆発グループIICの値の組合せが
いくつか記載されています。
引火保護等級・本質的安全性Ex ia IICのバルブ。

電圧値 
[V] = Ui 15 18 20 22 25 28 30 35

電流値 
[A] = Ii 0.9 0.44 0.309 0.224 0.158 0.120 0.101 0.073

7.2.1.	 保護等級
少なくともIP20、IEC 60529、DIN EN60529、（DIN VDE 0470第一部）
準拠、 

7.3.	 寸法および重量
長さ 幅 高さ 質量
18 mm 10 mm 31.5 mm 10 g
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8. テクニカルデータ・ダブルバルブ

8.1.	 温度クラス特化データ

最大許容出力は、最大周囲温度、温度クラスおよびマウント
（シングルおよびブロックマウント）に応じて異なります。

許容値は、温度クラスごとに以下の表に記載されています。
両コイルの制御（ダブル電磁バルブ）は、本質的に安全な電
流回路により、指定の制限データで実行する必要があります。

8.1.1.	 温度クラスT6
T6での最高許容表面温度：85 °C

温度ク
ラス

最大許容周囲
温度[°C] 取付け

コイル当
たり
最大許容
出力Pi [W]  

引火保
護等級

爆発グ
ループ

T6

-40 ...+35 ブロックマ
ウント

0.4

Ex ia IIC

-40 ...+25 0.5
-40 ...+50

シングルバ
ルブ

0.4
-40 ...+45 0.5
-40 ...+40 0.6
-40 ...+30 0.7
-40 ...+25 0.8
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8.1.2.	 温度クラスT5
T5での最高許容表面温度：100 °C

温度ク
ラス

最大許容周囲
温度[°C] 取付け

コイル当
たり
最大許容
出力Pi [W] 

引火保
護等級

爆発グ
ループ

T5

-40 ...+50
ブロックマ
ウント

0.4

Ex ia IIC

-40 ...+40 0.5
-40 ...+30 0.6
-40 ...+65

シングルバ
ルブ

0.4
-40 ...+60 0.5
-40 ...+55 0.6
-40 ...+45 0.7
-40 ...+40 0.8
-40 ...+35 0.9
-40 ...+30 1.0

8.1.3.	 温度クラスT4
T4での最高許容表面温度：135 °C

温度ク
ラス

最大許容周囲
温度[°C] 取付け

コイル当
たり
最大許容
出力Pi [W] 

引火保
護等級

爆発グ
ループ

T4

-40 ...+85

ブロックマ
ウント

0.4

Ex ia IIC

-40 ...+75 0.5
-40 ...+65 0.6
-40 ...+55 0.7
-40 ...+50 0.8
-40 ...+40 0.9
-40 ...+35 1.0
-40 ...+100

シングルバ
ルブ

0.4
-40 ...+95 0.5
-40 ...+90 0.6
-40 ...+85 0.7
-40 ...+75 0.8
-40 ...+70 0.9
-40 ...+65 1.0
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8.2.	 電気データ
この引火保護等級・本質的安全性Ex ia IICのフリッパバルブ・タイプ
6144は、以下の最大値をもつ、本質的に安全性が証明された電流回
路にのみ接続することが認められています：
爆発グループ							  IIC
カテゴリ								  ia
温度クラス								  T6 / T5 / T4
最大許容入口電圧(Ui)				 35 V
最大許容入口電流(Ii)					  0.9 A
最大許容入口出力(Pi)	�以下の章にある表を参照 「8.1. 温度クラス特

化データ」

Piに指定される出力値は各シングルコイルに適用されるも
ので、装置全体に適用されるものではありません。
両コイルの制御（ダブル電磁バルブ）は、本質的に安全な電
流回路により、指定の制限データで実行する必要があります。

供給電圧：

対応する爆発グループの最大許容電圧およびそれに付随
する最大許容短絡電流は、規格EN 60079-11を参照してく
ださい。

例として、各引火保護等級に対し、爆発グループIICの値の組合せが
いくつか記載されています。 
引火保護等級・本質的安全性Ex ia IICのバルブ。

電圧値 
[V] = Ui 15 18 20 22 25 28 30 35

電流値 
[A] = Ii 0.9 0.44 0.309 0.224 0.158 0.120 0.101 0.073

8.2.1.	 保護等級
少なくともIP20、IEC 60529、DIN EN60529、（DIN VDE 0470第一部）
準拠、

8.3.	 寸法および重量
長さ 幅 高さ 質量
36 mm 10.5 mm 31.5 mm 20 g
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9.	 取付け / 設置
9.1.	 安全注意事項

危険！

爆発の危険性。
►► このフリッパバルブは密閉されたシステムの部品であり、使用
中に取り外すことはできません。

高圧による危険。
システムへの介入により深刻な負傷の危険が生じます。

►► ラインやバルブを外す前に圧力を遮断し、ラインのエア抜きを
行ってください。

►► 取付時は流量方向に注意してください。
►► システムでの取付作業は、必ず専門の知識を持ち研修を受け
た担当者が、適切な工具を使用して実行してください。

►► 加圧機器に関する有効な事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい。

►► 電気または空圧供給の中断後、定義、もしくは制御されたプロ
セスの再起動が保障されるようにしてください。

短絡による危険。
接続ラインに欠陥があると、短絡を引き起こす可能性があります。

►► バルブの接続ラインは必ず固定し、損傷しないよう保護してく
ださい。

9.2.	 流体的取付け
警告！

機能停止／媒体流出による負傷の危険。 
本装置用の圧縮空気を生成するためほかのプロセスによる排気を
使用すると、シーリング材が空気に含まれる媒体によって破損する
場合があります。 

►► 本装置用の圧縮空気の生成には必ず新鮮な空気のみを使用し
てください。

フリッパバルブの設置位置は任意です。 
標準的には上に配置された駆動部に設置します。

機能エラーを防止するための重要な操作条件：  
バルブはほかの強磁性物質から少なくとも5 mmの距離を
確保してください。

取付けの前に：

警告！

高圧による負傷の危険。
►► ラインやバルブを外す前に圧力を遮断し、ラインのエア抜きを
行ってください。

→→ 配管およびフランジ接続に汚れがある場合は取り除いてください。
→→ バルブの故障を防ぐため、フィルタ(5 µm)を取り付けてください。
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Bürkertフランジ搭載・タイプ6144の取付け:
（「挿図3： Bürkertフランジの取付図」を参照）

警告！

媒体流出による負傷の危険。
接続部から漏れて流出した媒体により負傷（やけどや炎症）する恐
れがあります。

►► 同梱のシーリングマットを適切に取り付けてください。

→→ バルブにシーリングマットを挿入します。
→→ 液体接続割り当て1、2および3を、バルブと接続プレートに正しく
割り当ててください。
→→ 穿孔パターンに従って孔を設置してください。
→→ バルブを接続プレートにネジ留めします。
→→ バルブに漏れがないか点検してください。

アングルフランジ搭載・タイプ6144の取付け
（「挿図4： アングルフランジの取付図(FS09)」を参照） 

→→ 液体接続割り当て1、2および3を、バルブと接続プレートに正しく
割り当ててください。
→→ 穿孔パターンに従って孔を設置してください。
→→ バルブを接続プレートにネジ留めします。
→→ バルブに漏れがないか点検してください。

固定部品付バルブ

接続プレート

シーリングマット

M 1.6
8

最大Ø2

NO COM NC

10
.4

25
21.5

4.
5

穿孔パターン：

挿図3：	 Bürkertフランジの取付図

固定部品付
バルブ

シーリング
マット

固定ネジ
NO
COM
NC
M1.6 5

6.4
10.4

最大Ø 1.6

5.
5

42

穿孔パターン：

挿図4：	 アングルフランジの取付図(FS09)
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タイプ6144・ダブルバルブの取付け：

ダブルバルブ・タイプ6144は、ダブル増幅器V524/V525によ
る作動の場合のみ適切に取り付けることができます。

挿図5：	 ダブル増幅器V524/V525によるダブルバルブ・タイプ6144

9.3.	 電気的設置
警告！

爆発の危険性。
適正な極性が本装置の安全な機能の前提条件となります。極性が
誤っている場合、Ex保護は無効です。

►►正しい極性を確保するため、バルブ上側の記号に注意してください。

この装置は必ず直流電圧で作動させてください。 
最大許容残留リップル：±0.1 %、絶対（24 Vの場合）0.2 %
または50 mVss 

10.	 コミッショニング
警告！

連続運転時のやけどの危険。
装置の表面は連続運転時に熱くなる場合があります。

►► 長時間運転している装置に素手で触れないでください。
不適切な操作による危険。
不適切な操作により、負傷ならびに装置、およびその周囲環境へ
の損害につながる恐れがあります。

►► コミッショニング前に、作業員が取扱説明書の内容を把握し、
完全に理解していることを確認する必要があります。

►► 特に安全注意事項と使用目的を遵守してください。
►► システム/装置は、十分に訓練された有資格者のみ操作するこ
とができます。

機能停止／媒体流出による負傷の危険。
本装置用の圧縮空気を生成するためほかのプロセスによる排気
を使用すると、シーリング材が空気に含まれる媒体によって破損す
る場合があります。

►► 本装置用の圧縮空気の生成には必ず新鮮な空気のみを使用し
てください。

コミッショニング前に、以下を確認してください：
→→ 装置が規定どおりに設置されていること
→→ 接続部が適切に実装されていること
→→ 装置に損傷がないこと
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11.	 メンテナンス、トラブルシューティング
11.1.	 メンテナンス

危険！

機能停止／媒体流出による負傷の危険。
本装置用の圧縮空気を生成するためほかのプロセスによる排気
を使用すると、シーリング材が空気に含まれる媒体によって破損す
る場合があります。

►► 本装置用の圧縮空気の生成には必ず新鮮な空気のみを使用し
てください。

このフリッパバルブ・タイプ6144は、説明書に記載の使用条件を遵守
する限り、メンテナンスは不要です

11.2.	 トラブルシューティング
故障の場合、以下を確認してください：

→→ 装置が規定どおりに設置されていること
→→ 接続部が適切に実装されていること 
（技術的な直流電圧がないこと、「9.3. 電気的設置」を参照）
→→ 装置に損傷がないこと

以下を点検してください：
→→ ライン接続部
→→ 動作圧力
→→ 電力供給およびバルブ制御
→→ フリーフローの配管

12.	 梱包、輸送、保管
注記！ 

輸送損害。
装置の保護が不十分な場合、輸送により損傷を受けることがあり
ます。
▪▪ 装置を埃や湿気から保護し、耐衝撃性の梱包材を使用して輸送

してください。
▪▪ 許容保管温度外にならないようにしてください。

誤った保管は装置の損傷の原因となります。
▪▪ 乾燥した埃のない状態で保管してください。
▪▪ 保管温度–20～+65 °C 

13.	 廃棄処分
注記！ 

媒体汚染された部品による環境被害。
▪▪ 環境に配慮した方法で装置と梱包材を廃棄処分してください。
▪▪ 適用される廃棄規則および環境規制を遵守してください。
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